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を実質あるものにするための具体的な研究Ｐ教育交

流の推進を本申請の目的としている。研究には、本

学工学部マテリアル系に設置されている「高清浄雰

囲気制御クローズド粉末冶金プロセッシングシステ

ム」を用いて高清浄かつ高品位なジルコニウム其金

属ガラスを作製する共同実験と、急速凝固アルミニ

ウム合金を作製する共同実験を行うことで共同交流

の活発化を図った゜さらに韓国人研究員が本学熊本

大学に常駐し研究を進められる環境を整えることで

より多くの本学大学院生及び学部学生に継続的な国

際交流の機会を与え、また逆に本学学生を積極的に

国際会議に参加させることで大学院生レベルでの研

究交流の活発化を図った。

１．はじめに

１．１．韓国牛産技術研究院との共同研究

2003年７月２１日、本学工学部、大学院自然科学

研究科は､韓国牛産技術研究院(Korealnstituteof

lndustrialTeChnology、KITECH）ナノマテリアル研

究センターと部局間学術交流協定を締結して、交流

を進めてきた（図１)。同研究院は1989年に韓国政

府が設立した国立の研究所であり、韓国における実

用化研究開発、生産現場実用化技術支援及び国家戦

略生産技術開発事業の企画と運営を担っている。

KITECHには約380名の研究員と約230名の研究支援

員が所属しており、韓国内外で極めて高い評価を受

けている研究所である。

本学工学部知能生産システムエ学科マテリアル系

とは、既に「金属ガラス」という新素材に関する共

同研究を開始しており､また本学２１世紀COEプログ

ラム「衝撃エネルギー科学の深化と応用」とは、

“KITECH-KUSymposiumonBulkMetallicG1asses

andPulsedPowerProcessing,,を共同開催すること

で研究者レベルでの交流を図ってきた。第１回シン

ポジウムを韓国済州市にて行い、第２回目の

KITECH-KUシンポジウムは、熊本大学主催で阿蘇プ

リンスホテルにて2005年１月20-21日の二日間にわ

たって行い、新素材として注目を集める金属ガラス

及び衝撃エネルギー利用に関する活発な研究討議が

行われた。また、シンポジウム３日目には、熊本大

学衝撃。極限環境研究センターの見学ツアーを開

催し、海外研究者への熊本大学における衝撃エネル

ギー研究をあらためて紹介した。

さらに現在､本学熊本大学とKITECH軽金属材料研

究センターとの部局間学術交流協定を結ぶ準備が進

められている。

１．２．本プロジェクトの目的

本学熊本大学とKEITECHとの部局間学術交流協定
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２．共同研究結果報告

急速凝固粉末冶金法は優れた機械的,性質を発現す

る急冷金属組織を得る事ができるため、特に耐熱ア

ルミニウム粉末冶金合金の開発や、新素材である金

属ガラスの作製に用いられる。しかしながら、高圧

ガスを溶融金属に吹きつけることによって得られる

合金微粉末は、大気中で取り扱うと表面に水分およ

び酸素が吸着してしまうため、粉末を固化成形した
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[5］VacuumdcgassmgbehaviourofZrandCu-based

metallicglasspowdcrs:MYamasaki，Ｋ､Iwamoto、Ｈ・

TamaEawa，Ｙ，Kawamura，ＪＫ・Lee，Ｈ,J、Ｋｉｍ，Ｊ､Ｃ･

Ｂａｅ

[6］CorrosionbehaviorofrapidlysolidifiedMg-Zn-Y

alloysinNaC1solution：Ｍ，Yamasaki，Ｓ、Izumi．Ｙ、

Kawamura:RQ12Confbrence．

粉末冶金合金の機械的特性が低下してしまう問題点

があった。そこで本研究では、急速凝固粉末冶金法

のプロセス高度化を図り、粉末取扱雰囲気を不活性

ガス雰囲気に制御することで、吸着水分の影響を排

除し、高強度なジルコニウム基金属ガラス材料およ

び急速凝固ナノ結晶アルミニウム合金を作製するこ

とを試みた。また、一度大気に暴露した粉末につい

ても加熱脱ガス工程（粉末表面に吸着したガス成分

を取り除く工程）の最適化を行うことにより、高強

度粉末冶金合金の作製が可能であることを示した。

これらの専門的な説明は、４．２項で挙げた文献に譲

りたい。

４．２．論文発表リスト

[1］EfTectofprocessatmosphereonthemechanical

propertiesofRSP/MA1-Ti-Fe-Cralloys：些

Ｎａ色Hishi9M･Yamasaki，Ｙ･Ｋａｗａｍｕｒａ：Mater、Sci．

Ｅ､9.Ａ(４００６)accepted．

[Z］Vacuumdegassingbehaviorofrapidlysolidified

Al-Mnalloypowders8Ｋ．Iwamoto．Ｍ･Ｙａｍａｓａｋｉ，

Ｙ,Kawamura:Mater・Ｓｃi､Ｅ､9.Ａ(2006）accepted．

[3］PropertiesofZr-basedmetallicglaSsandZr-

basedcrystaninealloyundershockcompression：

Ｈ･ＴｏｇＬＹ･Ｚｈａｎｇ，Ｙ･Ｋａｗａｍｕｒａ，ａｎｄＴ･

Mashimo:Mater､Sci.Ｅ､9.Ａ(２００６)accepted．

[4］VacuumdcgassingbehaviourofZrandCubased

metallicglasspowders：MYamasaki，Ｋ・Iwamoto、Ｈ，

TamaEawa.Ｙ､Kawamura，J,Ｋ,Lee,Ｈ・ＪＫｉｍ,Ｊ,Ｃ

Ｂａｅ:Mater・SciEng.Ａ(2006)accepted．

[5］Mechanicalbehaviorandmicrostructureofhypcr－

CutecticAl-Sialloyssynthesizedbysparkplasma

sintcringtechnique：Ｋ,Ｗ、Lee，ＨＪ，Ｋｉｍ，ＪＫ・Lee，

Ｔ,Ｓ，Ｋｉｍ，Ｊ､Ｃ、Bae，ＥＳ・Park，Ｍ、Yamasaki，Ｙ･

Kawamura:Mater･Sci,ＥｎｇＡ(2006)submitted．

3．研究・教育交流の成果‐まとめにかえて

本学工学部と部局間学術交流協定を結んでいる

KITECHとの共同研究を進め、急速凝固粉末冶金法の

プロセス高度化について成果を得た。また教育面で

は、本学大学院生３名が韓国で開催された国際会議

Thel2thlntemationalConferenceonRapidlyQuenchcd

＆MetastableMaterials，ＲＱ１２において研究成果を発表

し、海外研究者との議論を経て国際学術誌Matcrials

Science＆EngineeringAへの論文投稿するに至った。

今後も継続的な研究および教育交流の国際化を推進

したい。

4．発表リスト

堂生による発表を下線太字で示す。

４．１．ロ頭発表リスト

[1］Developmentofhighheat-resistantAI-Ti-Fe-Cr

alloysbytheclosedP/Mprocessingsystem：Ｙ･

NaEaishi，Ｍ，Yamasaki，Ｙ・Kawamura：ＲＱ１Ｚ

Ｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ．

[Z］Vacuumdegassingbehaviorofrapidlysolidified

Al-MnaUoypowders：Ｋ･ＩｗａｍｏｔｏｑＭ･Yamasaki，

Ｙ・Kawamura：RQ12Conference．

[3］ＰropertiesofZr-basedbulkmetalliｃｇｌａｓｓａｎｄＺｒ‐

ｂａｓｅｄｃｒｙｓｔａｌｌｉｎｅａＵｏｙｕｎｄｅｒｓｈｏｃｋcompression：

Ｈ･Tog凸`Ｙ･Ｚｈａｎｇ，Ｙ･Ｋａｗａｍｕｒａ，Ｔ･Ｍａｓｈｉｍｏ：

RQ12Conference．

[4］MechaHicalbehaviorandmicrostructurcofhypcr-

eutecticA1-Sialloyssynthesizedbysparkplasma

sintermgtechnique：Ｋ,Ｗ、Lee，Ｈ,J，Ｋｉｍ，Ｊ､Ｋ・Lee，

Ｔ,Ｓ･Ｋｉｍ，Ｊ､Ｃ、Bae，ＥＳ･Park，Ｍ、Yamasaki，Ｙ，

Kawamura:RQ1ZConference．
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図２．本学学生による国際会議での研究成果発表

の様子。（RQ12Conference，Jeju，Korea，

August22-26,2005）
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